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2008
平成２０年

やさしく走ろう泊のみち

・・・・・今月の主な内容・・・・・・・・・・・・・・・

月

◆泊村長選挙
◆平成20年岩内・寿都地方消防組合泊消防団出初式
◆平成20年泊村成人式
◆村葬　故 泊村長 佐藤　淳一殿
◆日本海ニコニコ元気村トピックス
◆くらしの告知板
◆とまり木文芸

２２２



２● 広報 とまり　2008年２月号 ●

　
泊
村
長
選
挙
が
１
月
15
日
に
告

示
、
５
日
間
の
選
挙
戦
の
末
、
１

月
20
日
に
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日

開
票
の
結
果
、
牧
野
浩
臣
氏
が
初

当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
投
票
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
８

時
ま
で
村
内
５
ヶ
所
の
投
票
所
で

一
斉
に
行
わ
れ
、
投
票
率
は
前
回

を
０
・
３
％
下
回
る
88
・
45
％(

前

回
88
・
75
％)

。
開
票
は
同
日
午

後
９
時
か
ら
泊
村
役
場
内
二
階
大

会
議
室
で
行
わ
れ
、
午
後
９
時
50

分
頃
に
新
村
長
の
当
選
が
決
ま
り

ま
し
た
。

(54.88%)

(45.12%)

泊村長選挙は、１月20日に投票が行われ、即日
開票の結果、次のとおりとなりました。

泊　村　長　選　挙

投 票 率

有権者数

投票者数

有効投票

無効投票

計

投票数

％

人

人

票

票

票

88.45

1,653

1,462

1,456

６

1,462

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

第１投票区

第２投票区

第３投票区

第４投票区

第５投票区

合　　計

投 票 者 数区 分

男女別

投票区
計

選挙人
名簿登
録人員
数

当日投
票者数

選挙当

日の有

権者数

91.80

92.14

91.99

89.63

91.23

90.45

87.08

72.83

78.41

93.33

94.59

93.90

94.03

97.18

95.65

90.58

86.70

88.45

期日前

投　票

棄権
投票率

(%)

251

323

574

168

174

342

181

289

470

91

75

166

69

73

142

760

934

1,694

244

318

562

164

171

335

178

276

454

90

74

164

67

71

138

743

910

1,653

39

41

80

15

17

32

23

24

47

33

17

50

11

1

12

121

100

221

185

252

437

132

139

271

132

177

309

51

53

104

52

68

120

552

689

1,241

224

293

517

147

156

303

155

201

356

84

70

154

63

69

132

673

789

1,462

20

25

45

17

15

32

23

75

98

6

4

10

4

2

6

70

121

191

ひと目でわかる投票率

当 男

男

799

657

1,456

1,160

799

657

1,456

６

1,462

当
落
の
別

氏　　　　名
投票数

計

計

合
計

有　効　投　票

無　効　投　票

まきの ひろおみ

みうら　光　博

性
　
　
別

年
　
　
齢 無所属

（有効投票に対する得票割合）

党別

みつひろ

61

56

歳

歳

投票区別の投票者数・投票率

泊村長選挙結果平成20年

１月20日執行

泊村長選挙泊村長選挙泊村長選挙泊村長選挙
牧野浩臣氏が初当選

泊村選挙管理委員会佐藤友一委員長
より当選証書を付与される牧野浩臣氏
泊村選挙管理委員会佐藤友一委員長
より当選証書を付与される牧野浩臣氏

泊

村

長

選

挙

(不在者投票
含む）



３ ● 広報 とまり　2008年２月号 ●

泊
消
防
団
出
初
式

泊
消
防
団
出
初
式

泊
消
防
団
出
初
式

泊
消
防
団
出
初
式

　
平
成
20
年
岩
内･

寿
都
地
方
消
防
組
合
泊
消
防
団
出
初
式
が
１
月
７
日
（
月
）
、
泊

村
公
民
館
で
、
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
厳
正
な
規
律
の
中
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
は
じ
め
に
１
月
２
日
に
逝
去
さ
れ
た
泊
消
防
団
統
監
故
佐
藤
　
淳
一
村

長
へ
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
泊
村
長
表
彰
等
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
勤
続

さ
れ
た
方
々
に
対
し
て
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
３
年
間
建
物
無
火
災
地

区
の
分
団
及
び
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
支
部
に
は
泊
消
防
団
長
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
泊
村
長
職
務
代
理
者
　

牧
野
　

浩
臣
副
村
長
か
ら
年
頭
の
訓
示
が
述
べ

ら
れ
、
続
い
て
来
賓
の
岩
内
警
察
署
　

曽
我
　

一
署
長
、
及
び
泊
村
議
会
　

宇
留
間
文

宣
副
議
長
か
ら
祝
辞
、
北
村
章
二
郎
泊
消
防
団
長
の
答
辞
が
あ
り
、
最
後
に
岩
内
・

寿
都
地
方
消
防
組
合
　

桜
井
　

裕
三
消
防
長
の
音
頭
で
万
歳
三
唱
し
、
住
民
の
命
や

財
産
を
火
災
か
ら
守
る
と
い
う
消
防
団
員
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
て
、
火
災
の
無
い
泊
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

泊
村
長
表
彰
　
永
年
勤
続
章

■
20
年
勤
続

　
第
２
分
団
　
分
団
長
　
高
橋
　
吉
雄

　
第
２
分
団
　
副
分
団
長

　
久
々
江
　
勇

　
第
２
分
団
　
班
　
長
　
小
林
　
光
徳

■
10
年
勤
続

　
第
１
分
団
　
副
分
団
長

　
井
上
　
幸
生

　
第
１
分
団
　
団
　
員
　
西
川
比
呂
登

　
第
２
分
団
　
団
　
員
　
押
切
　
秀
幸

　
第
３
分
団
　
団
　
員
　
中
屋
　
　
剛

　
第
５
分
団
　
団
　
員
　
妹
川
　
達
也

北
海
道
知
事
表
彰

■
20
年
勤
続
（
勤
労
章
）

　
第
２
分
団
　
分
団
長
　
高
橋
　
吉
雄

　
第
４
分
団
　
分
団
長
　
谷
口
　
達
弥

　
第
２
分
団
　
副
分
団
長

　
久
々
江
　
勇

　
第
２
分
団
　
班
　
長
　
小
林
　
光
徳

■
10
年
勤
続
（
表
彰
状
）

　
第
１
分
団
　
団
　
員
　
鎌
田
　
　
満

　
第
５
分
団
　
団
　
員
　
妹
川
　
達
也

北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

■
功
績
章
（
優
良
表
彰
）

　
第
５
分
団
　
分
団
長
　
後
藤
　
康
雄

■
勤
続
章
（
20
年
勤
続
）

　
第
２
分
団
　
分
団
長
　
高
橋
　
吉
雄

　
第
２
分
団
　
副
分
団
長

　
久
々
江
　
勇

　
第
２
分
団
　
班
　
長
　
小
林
　
光
徳

■
勤
続
章
（
10
年
勤
続
）
　

　
第
１
分
団
　
副
分
団
長

　
井
上
　
幸
生

　
第
１
分
団
　
団
　
員
　
西
川
比
呂
登

　
第
２
分
団
　
団
　
員
　
押
切
　
秀
幸

　
第
３
分
団
　
団
　
員
　
中
屋
　
　
剛

　
第
５
分
団
　
団
　
員
　
妹
川
　
達
也

泊
消
防
団
長
表
彰

３
年
間
建
物
無
火
災
地
区
の
分
団
及
び

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
を
「
泊
消
防
団
長
表

彰
内
規
」に
よ
り
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

■
泊
地
区

　
第
２
分
団
　
第
２
支
部

■
渋
井
地
区

　
第
４
分
団
　
渋
井
支
部

平
成
20
年
岩
内･

寿
都
地
方
消
防
組
合

平
成
20
年
岩
内･

寿
都
地
方
消
防
組
合

)
(

（
※
敬
称
略
）

　
平
成
20
年
出
初
式
　

　
　

表
彰
受
賞
者

平成19年　泊　消　防　団　概　況

消
防
団
員
数

火

災

状

況

消
　
防
　
団
　
員
　
出
　
動
　
状
　
況

定員数

平成19年年頭 平成19年年末 備　　　考

74名 74名

72名 72名

増減

０

０

条例最終改定
平成７年10月１日

異動内訳　任用 ３名
退団 ２名  昇格 ３名

実員数

建物火災

平成19年 平成18年 前年対比

前年対比

６件 ２件 増４

０件 ０件

６件 ２件 増４

その他

合　計

救　　　　　　　　助

行 方 不 明 者 捜 索

暴 風・水 害・地 震

出初式・演習・各種訓練

予 　 防 　 査 　 察

広　報　・　指　導

火 　 災 　 警 　 戒

機械器具及び水利点検

各 　 種 　 会 　 議

そ 　 　 の 　 　 他

合　　　　　　　　計

建 物 火 災 0

0

0

2

0

58

2

2

9

12

23

11

123

0

0

0

34

0

525

95

15

93

12

219

77

1,070

減  1

0

0

増  2

0

増 39

減  2

0

0

減  3

減  4

減  5

増 30

減 34

0

0

増 34

0

増118

増 38

0

減  3

減  4

減119

減  2

増 28

そ　の　他

火
災

回　数
回　数

人　員
人　員

区　分

年

種　別

種別



４● 広報 とまり　2008年２月号 ●

平成20年平成20年平成20年平成20年

泊村
成人式
泊村
成人式
泊村
成人式
泊村
成人式

赤平　憲亮さん

竹内　佑介さん

中畑　　唯さん

梅田　　歩さん

田中あずささん

西島　舞香さん

山村　裕太さん

長尾　和哉さん

山崎　伸享さん

戸田　宏樹さん

小林　勇貴さん

赤平　憲亮さん

竹内　佑介さん

中畑　　唯さん

梅田　　歩さん

田中あずささん

西島　舞香さん

山村　裕太さん

長尾　和哉さん

山崎　伸享さん

戸田　宏樹さん

小林　勇貴さん

　
１
月
13
日
（
日
）
、
平
成
20
年
泊
村
成
人
式
が
泊
村

公
民
館
で
行
わ
れ
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
や
華
や
か
な

振
り
袖
姿
の
新
成
人
11
名
が
出
席
し
、
人
生
の
門
出

に
誓
い
と
自
覚
を
新
た
に
式
典
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
国
歌
斉
唱
の
あ
と
、
國
分
教
育

委
員
長
よ
り
式
辞
、
続
い
て
成
人
者
が
一
人
ひ

と
り
紹
介
さ
れ
、
結
城
泊
村
長
職
務
代
理
者
と

北
村
議
会
議
長
よ
り
新
成
人
へ
の
祝
辞
、
祝
電
披

露
の
あ
と
、
新
成
人
を
代
表
し
て
中
畑
　
唯
さ
ん

よ
り
社
会
人
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
誓
い
の
言

葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
北
海
道
テ
レ
ビ
放
送
㈱
報
道
局
解

説
委
員
で
あ
る
小
野
塚
　
勝
氏
を
講
師
に
お
招
き

し
、
『
テ
レ
ビ
の
向
こ
う
に
見
え
る
こ
の
国
の
姿
』

と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
催
さ
れ
た
激
励
会
で
は
、
来
賓
の
方
々

や
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
友
人
と
歓
談
し
、
大
人
へ
の

一
歩
を
踏
み
出
し
た
喜
び
と
新
た
な
旅
立
ち
を
か
み

し
め
て
、
晴
れ
や
か
な
記
念
す
べ
き
二
十
歳
の
集
い

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。



５ ● 広報 とまり　2008年２月号 ●

　
平
成
19
年
分
の
所
得
税
の
申
告
期
間
は
２
月
18
日
～

３
月
17
日
ま
で
倶
知
安
税
務
署
で
お
こ
な
い
ま
す
が
、

村
で
は
平
成
19
年
分
の
住
民
税
等
の
申
告
取
り
ま
と
め

を
各
地
域
ご
と
に
次
の
日
程
で
お
こ
な
い
ま
す
。

　
※
申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

　
　
ア
、
医
療
費
の
領
収
書

　
　
イ
、
生
命
保
険
料
支
払
証
明
書

　
　
ウ
、
地
震
保
険
料
支
払
証
明
書

　
　
エ
、
源
泉
徴
収
票

　
　
オ
、
印
鑑
、
保
険
証

詳
し
く
は
、
財
政
課
税
務
係

　
電
話
７
５
―
２
０
２
１
番
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

平成19年度 住民税の申告取りまとめ日程表

※但し、都合により日程の一部変更もあります。

２月18日(月)

２月19日(火)

２月20日(水)

２月21日(木)

２月22日(金)

２月25日(月)

２月26日(火)

２月27日(水)

日　　程 場　　　所

泊地区集会所

照岸・糸泊地区
集　　会　　所

盃地区集会所

〃

臼別地区集会所

茅沼地区集会所

渋井地区集会所

堀株地区集会所

地域 時　　　間

１･２

３･照

５･６

７･８

９

10･11･炭鉱

12

13

午前９時30分～午後２時30分

午前９時30分～午後２時30分

午前９時30分～午後２時30分

午前９時30分～午後３時00分

午前９時30分～午後２時00分

午前９時30分～午後３時00分

午前９時30分～午後２時00分

午前９時30分～午後２時30分

所得税の申告も正しくお早めに
〔申告取りまとめ期間＝２月18日～２月27日〕

便利な国税電子申告・納税システム（ｅ－Ｔａｘ）を是非ご利用ください！

　
申
告
取
り
ま
と
め
期
間

　平成19年分の所得税・消費税の確定申告及び贈与税の

申告の受付は、次のとおりです。

　なお、倶知安税務署の閉庁日(土･日曜日･祝日等)は、

確定申告等の受付は行っておりません。

　申告書は郵送又は税務署の時間外文書収受箱(倶知安税

務署の１階正面玄関右側)に投函することにより提出する

ことができます。

申告書は自分で書いてお早めに

還付金の受け取りは、あなたの預貯金口座へ

　平成19年分の所得税の確定申告の受付が２月18日（月）
から始まります。
　申告書にご記入いただいた文字や数字は、コンピュー
ターが直接読み取りますので、「確定申告の手引き」
を参考に丁寧にご記入いただくようご協力をお願いし
ます。

　申告書は、国税庁ホームページ【http://www.nta.go.jp】
の「所得税の確定申告書作成コーナー」でも作成する
ことができます。
　申告会場にお越しの際には、印鑑、「前年の確定申
告書等の控え」及び確定申告に必要な書類をご持参く
ださい。

　還付金は、金融機関（銀行・信金・信組・農協・漁協・
郵便局）のあなたの預貯金口座に振込みが出来ます。
　還付申告をされる方は、あらかじめ預貯金通帳等で
金融機関名・預金の種類・口座番号をお確かめのうえ、

申告書に正しく記載してください。
　詳しくは、倶知安税務署　管理徴収部門ダイヤルイ
ン（0136－22－3101）にお尋ねください。

　ｅ－Ｔａｘは、インターネットができるパソコンが
あれば、税務署に出かけることなく、国税に関する各
種手続（所得税などの申告、全税目の納税及び各種申
請・届出等）を自宅などから行うことができます。
①ホームページからカンタン申告
　国税庁のホームページの「確定申告書作成コーナー」
から直接電子申告ができます。
②最高5,000円の税額控除
　本人の電子署名及び電子証明書を付して所得税の確
定申告をｅ－Ｔａｘで行うと、最高5,000円の所得税の
税額控除を受けることができるようになりました。（平
成19年分又は平成20年分のいずれか１回）

③添付書類が提出不要
　所得税の確定申告をｅ－Ｔａｘで行う場合、医療費
の領収書や源泉徴収票等は、提出に変えて、記載内容
を入力して送信できるようになりました。（確定申告
期限から３年間、添付書類の提出又は提示を求められ
ることがあります）
④還付金がスピーディー
　ｅ－Ｔａｘで申告された還付申告は早期処理してい
ます。（３週間程度に短縮）
　この機会に是非ｅ－Ｔａｘをご利用ください！
　手続等の詳しい内容は、ｅ－Ｔａｘホームページ
【http://www.e-tax.nta.go.jp】をご覧ください。

所得税
平成20年２月18日(月)から
平成20年３月17日(月)まで

贈与税
平成20年２月１日(金)から
平成20年３月17日(月)まで

個人事業者
の消費税

平成20年
　３月31日(月)まで

住民税の申告取りまとめを行ないます住民税の申告取りまとめを行ないます
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しりべし　ミットサ
ア　カルトラ ｢国際メディアセンター（ＩＭＣ)って？｣

　皆様は「国際メディアセンター(ＩＭＣ）」という言葉はもうご存じですか？

　北海道洞爺湖サミットは、主要８か国の首脳が集い、国際社会の重要課題

が話し合われることから、日本国内はもとより、海外から多くの報道陣が訪

れます。

　その話し合いの過程や成果などを世界に発信する前線基地が「国際メディアセンター(ＩＭＣ)」

となります。大きな放送局ができることをイメージしていただければわかりやすいと思います。

　概要としては、報道関係者約4,000人の方が利用

するプレスセンター棟及び議長・各国首脳の会見

場で、規模は両施設合計で約11,000㎡となります。

特徴としては、｢地球環境負荷低減を最大限考慮し

た施設」となる予定です。

　「国際メディアセンター(ＩＭＣ)」は、ここ後志

管内留寿都村にあります「ルスツリゾート」の敷

地内に設置され、現在、急ピッチでその建設が行

われています。

文・後志支庁サミット推進会議

　
私
は
、
平
成
　
年
３
月
よ
り
佐
藤
淳
一
村
長
の
補
佐
役
と
し
て
助
役
を
拝
命

し
８
年
間
、
村
長
の
も
と
、
村
づ
く
り
の
行
政
に
参
画
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

１
月
２
日
に
佐
藤
村
長
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
村
政
の
舵
取
り
を
さ

れ
ま
し
た
重
要
な
方
を
亡
く
し
返
す
返
す
も
残
念
で
、
ま
こ
と
に
哀
惜
痛
惜
の

極
み
に
た
え
ま
せ
ん
。
私
は
、
い
ま
、
言
葉
に
言
い
尽
く
せ
な
い
よ
う
な
深
い

感
慨
を
覚
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
私
は
、
村
長
選
挙
に
臨
み
、
村
民
の
皆
様
方
の
力
強
い

ご
支
援
を
下
さ
り
初
当
選
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
深
く
感
激

し
、
同
時
に
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
村
民
皆
様
の
ご
支

援
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
日
の
泊
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
は
じ
め
商
工

業
・
観
光
業
等
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
泊
村
の
第
三
次
総
合
計
画

の
基
本
的
事
項
を
重
視
し
ま
し
て
、
産
業
の
振
興
・
生
活
環
境
の
整
備
・
福
祉

医
療
の
向
上
・
教
育
環
境
の
整
備
等
、
創
意
と
工
夫
を
こ
ら
し
、
健
全
な
財
政

運
営
を
堅
持
し
村
民
生
活
の
向
上
に
つ
な
が
る
行
政
運
営
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

　
更
に
は
、
原
子
力
発
電
所
１
・
２
号
機
の
安
全
運
転
と
３
号
機
増
設
工
事
の

安
全
体
制
等
に
厳
し
く
監
視
を
強
め
な
が
ら
慎
重
に
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

　
多
く
の
重
要
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
議
会
の
ご
協
力
を
頂
き

ま
す
と
共
に
村
民
皆
様
の
英
知
と
ご
支
援
ご
協
力
を
あ
お
ぎ
、
職
員
一
丸
と
な

っ
て
「
希
望
に
満
ち
た
活
力
あ
る
村
づ
く
り
」
を
基
本
姿
勢
と
し
て
泊
村
の
振

興
発
展
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ど
う
か
村
民
皆
様
の
一
層
の
お
力
添
え
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泊
村
長
　

牧
野
　
浩
臣

12

就
任
の
ご
挨
拶
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泊発電所３号機建設工事進ちょく状況

（平成１９年１２月２０日現在）

総　　合

土木工事

建築工事

電気機械工事

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

85.1％(1.1％)

99.9％(0.0％)

99.3％(0.4％)

79.5％(1.5％)

３．工事進ちょく率

（　）は当月の進ちょくを示す。

１．主要工程

平成13年 ～ 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

建
設
準
備
工
事
　
開
始

着
工

燃
料
装
荷

運
転
開
始

H13/3 H15/11

H21/2 H21/12

(建設準備工事)

(建  設  工  事)

凡例 　：予定､　：実績

４．工事概況

２．許認可

電源開発調整審議会上程　　　　　　　　　  平成12年10月20日

原子炉設置変更許可申請　　　　　　　　　  平成12年11月15日

公有水面埋立免許取得　　　　　　　　　　  平成13年４月16日

公有水面埋立竣功許可　　　　　　　　　　  平成15年６月16日

原子炉設置変更許可　　　　　　　　　　　  平成15年７月２日

電気工作物変更届出　　　　　　　　　　　  平成15年７月２日

着工(第１回工事計画認可)　　　　　　　 　 平成15年11月21日

第８回工事計画認可(全工事計画認可取得)　　平成18年４月28日

○土木工事

・取水路他水替工事

　取水口ゲート挿入(Bライン)､水路内排水､充水

・構内道路工事

　3a･3j･3k道路工事､3k排水路工事

○建築工事

・原子炉建屋他新築工事：

　躯体･各所仕上工事

・タービン建屋他新築工事:

　各所仕上工事

・構内排水設備新設工事:配管工事

発電機主回路他工事

変圧器側工事状況

タービン建屋内

低圧ローター組立状況

○ 電気機械工事

・１次系設備設置工事

　埋設構造物設置工事､機器･配管･電線管･ケーブルトレイ据付工事､

　空調･計装･付帯工事､プールライニング工事､プラットホーム･モノ

　レール搬入･設定､計装盤搬入･据付･調整､各種調整試験

・２次系設備設置工事

　タービン建屋 タービン架台内工事､機器搬入･据付､配管工事

　循環水ポンプ建屋 メンテナンス架台工事､配管工事､海淡次亜注入

　運転

　給排水処理設備 配管工事､ケーブル敷設､各種調整試験

　海水淡水化設備 配管工事､ケーブル敷設､各種調整試験

　細管搬入用仮設上屋建屋工事､屋外消火栓他設置工事

・電機品据付配線工事

　埋設電線管･接地線設定作業､電気盤･機器搬入･据付、

　ケーブルトレイ据付､ケーブル布設､露出電線管設定､CVケーブルダ

　クト消火配管取付､照明工事､所内通話設備工事､各種調整試験

建設工事は順調に
進んでいます

①展望台より全景 ②２号機タービン建屋屋上より ③３ｃ道路より

定点撮影位置

構内道路５次工事　3k道路完成状況

エネルギー
通信

エネルギー
通信
エネルギー
通信
～泊発電所３号機建設工事の総合進ちょく率は、８５．１％に達しています～

原子炉建屋T.P.33.1m

１次冷却材ポンプ インターナル

保修エリア塗装状況

※Ｐ７は平成19年度広報・安全対策交付金事業により作成しております。
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平成20年日本水難救済会
泊救難所出初式及び盃支所出初式

　日本水難救済会泊救難所盃支所の出初式が盃

漁港で行われました。

　式に先立ち盃漁港で救命索発射訓練を行い、

万が一の事態に備え迅速な動作で訓練に臨んで

いました。

　訓練終了後、場所を盃地区集会所に移して出

初式を行い、規律正しい厳粛な雰囲気の中、所

員たちは気を引き締め海難事故防止への意識を

高めていました。

10
７

１
３

とまり保育所　
みかん探し・かるた取り大会

　教室内に先生が隠したみかんを探したり、カ

ルタ取り大会がとまり保育所で行われました。

みかん探しでは、一番で見つけて大喜びしたり、

かるた取りでは、お正月にたくさん練習してき

た様子で、お手つきなども少なく、けんかをせ

ずに思いっきり遊んでいました。

　プロ野球北海道日本ハムファイターズのマスコットキャラ

クター「Ｂ・Ｂ」が北海道の各市町村を訪問して撮影した名

所などの映像が、公式戦の試合前に大型ビジョンで放映され

るのが「２１２物語」です。

　昨年９月の泊村内撮影分が放映されます。

10
７

１
16

「Ｂ・Ｂ２１２物語」泊村ロケ放映

放映時間 試合開始約１時間前から４分間

日程時間 ３月23日（日曜日）（13時試合開始）

対戦相手　千葉ロッテマリーンズ

社 会 保 険 出 張 相 談 所 開 設 の ご 案 内

　年金記録問題については、現在社会保険庁にお

いて、解決に向けた取組みを進めているところです。

　平成19年12月より、すべての年金受給者及び被

保険者の方々に順次発送が開始された「ねんきん

特別便」では、社会保険庁が把握している加入記

録をお知らせしています。

　ご自身の記録にもれがないか十分にご確認いた

だき、訂正がない場合には同封の「確認はがき」を、

訂正がある場合には「年金加入記録照会票」を必

ず提出していただきますよう、皆様のご協力をお

願いいたします。

「ねんきん特別便」のご案内　小樽社会保険事務所では、ねんきん特別便のお客

様を対象に下記の会場で社会保険出張相談所を開設

いたします。

　送付されました「ねんきん特別便」をお持ちにな

って、ご来場ください。

　なお、相談時間に限りがあるため、回答について

は後日文書回答となる場合がありますのであらかじ

めご了承願います。

泊　村
会場：泊村役場

２月13日(水)11:00～16:00

岩　内　町
会場：岩内地方文化センター
２月14日(木)9:00～15:00

小樽社会保険事務所

ニ
コ
ニ
コ

トピックストピックス村村村

海海日日 本本
ニコニコ

元気元気元気
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とまり保育所入所とまり保育所入所とまり保育所入所
申し込み２月15日まで

①昼間に居宅外で労働することを常態としていること
②昼間に居宅内で当該児童と離れて日常の家事以外の労働をする
ことを常態としていること

③妊娠中であるか又は出産後間がないこと
④疾病にかかり、若しくは負傷し、又は精神若しくは身体に障害
を有していること

⑤長期にわたり疾病の状態にある又は精神若しくは身体に障害を
有する同居の親族を常時介護していること

⑥震災、風水害、火災、その他の災害の復旧に当たっていること
⑦村長が認める前各号に類する状態であること

婦人防火クラブで軽可搬消防ポンプ及び救急蘇生訓練用ダミー人形購入

　平成20年度の保育所新入所児(一歳以上)の申

し込みを２月１日から受付いたします。(申し

込み用紙は役場にあります。)

　入所を希望する方は、２月15日までに保健福

祉課まで申し込みください。

　保育所に入所できる家庭は次のとおりですが、

その家庭に幼児を保育できる人がいないことが

条件となっていますのでご留意下さい。

　詳しくは、保健福祉課福祉係

　　　　　　電話 ７５―２１３４番

　　　　　　　        までご連絡下さい。

 この度、泊村婦人防火クラブでは財団法人日本消防協会の「女性消防隊による安全で災害に強い地域

づくり推進事業」として、軽可搬消防ポンプと救急蘇生訓練用ダミー人形を助成金の交付をうけ購入い

たしました。今後購入した資機材を利用して、初期

消火訓練及び救急訓練等に活用していきたいと思っ

ております。

 なお、この助成金は財源として【宝くじの普及広

報事業費】を使用しております。

■入所基準■

　泊村長　佐藤　淳一氏（67歳）は、心不全のため、去る１月２日午前６時15分、社会福祉

法人　北海道社会事業協会岩内病院において御逝去されました。

　ここに謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

　佐藤氏の葬儀は、泊村の村葬をもって１月10日午後６時30分よりお通夜、１月11日午前10

時より告別式が泊村公民館において、村内外から多数の弔問客参列のもと、しめやかに執り

行われました。

　泊村長　佐藤　淳一氏（67歳）は、心不全のため、去る１月２日午前６時15分、社会福祉

法人　北海道社会事業協会岩内病院において御逝去されました。

　ここに謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

　佐藤氏の葬儀は、泊村の村葬をもって１月10日午後６時30分よりお通夜、１月11日午前10

時より告別式が泊村公民館において、村内外から多数の弔問客参列のもと、しめやかに執り

行われました。

故 佐藤　淳一殿の村葬が執り行われました



くらしの告知板くらしの告知板くらしの告知板
役場　緯75～２０２１

詳細・お問い合わせ先

・北海道労働局雇用均等室　TEL 011-709-2715

泊村技能士会からのお知らせ泊村技能士会からのお知らせ泊村技能士会からのお知らせ

平成20年４月から
パートタイム労働法が変わります。

平成20年４月から
パートタイム労働法が変わります。

平成20年４月から
パートタイム労働法が変わります。

　泊村技能士会では、恒例事

業として実施しております『包

丁研ぎ』を来る２月24日（日

曜日）各地域の集会所におい

て無料奉仕致しますので、多

数のおいでをお待ち致してお

ります。

　なお、包丁は一家庭２丁までとなっております。

　

　その他、紛争解決援助の仕組みとして、都道府県

労働局長による助言・指導・勧告、均衝待遇調停会

議による調停が設けられます。

☆改正パートタイム労働法のポイント☆

午前　9：30～10：00

午前 10：45～11：15

午後 1：00～ 1：30

午後  2：15～ 2：45

盃 地 区 集 会 所

照･糸泊地区岸集会所

泊 地 区 集 会 所

臼 別 地 区 集 会 所

渋 井 地 区 集 会 所

堀 株 地 区 集 会 所

茅 沼 地 区 集 会 所

禁
　
止

義
　
務
　
化

努
力
義
務
化

各地域の受付時間は次のとおりです

受講生募集のお知らせ受講生募集のお知らせ受講生募集のお知らせ
●パソコン教室　受講生募集のお知らせ
　岩内地域人材開発センターでは、３月に各種パソコ

ン教室を開催します。
　

【超初心者コース】初めてのインターネット･電子メール

　　３月３日～３月25日　毎週月・火曜日開催

　　　　（昼14：00～16：00）※定員10名（先着順）

　　受講料：12,000円
　

【初心者コース】　Excel2003の基本

　　３月３日～３月25日　毎週月・火曜日開催

　　　　（夜18：30～20：30）※定員10名（先着順）

　　受講料：12,000円

●認定職業訓練　受講生募集のお知らせ
　岩内地域人材開発センターでは、２・３月に電子納

品講座を開催します。
　

【電子納品講座１】

「最新基準と工事概要資料作成と動画対応」　　

２月20日～２月21日　水・木曜日開催

　　　　（９：00～16：00）※定員12名（先着順）

　　受講料：18,000円
　

【電子納品講座２】　「現場における最新ＩＴ活用」

　　３月13日～３月14日　木・金曜日開催

　　　　（９：00～16：00）※定員12名（先着順）

　　受講料：18,000円

お申込・お問い合わせ先

・岩内地域人材開発センター

　岩内町字東山８－16　TEL 0135－62－2183

・通常の労働者と職務の内容（業務の内容と責任

の程度）、人材活用の仕組みや運用など、契約期

間の全てが同一であるパート労働者について、

その待遇を差別的に取り扱うこと

・雇い入れる際、「昇給の有無」、「退職手当の有無」、

「賞与の有無」を明示した文書等を交付すること。

・パート労働者から申出があった場合、待遇の決

定に考慮した事項を説明すること　

・職務に必要な教育訓練を通常の労働者と同様に

実施すること　

・「給食施設」「休憩室」「更衣室」の利用機会を提

供するように配慮すること

・通常の労働者への転換を推進するための措置を

講じること　

・通常の労働者との均衡を考慮し、パート労働者

の職務関連賃金を職務内容、成果、意欲、能力、

経験等を勘案して決定すること　

・通常の労働者と比較して、パート労働者の職務

内容と一定期間の人材活用の仕組みや運用が同

じ場合、その期間について賃金を通常の労働者

と同一の方法で決定すること　

・その他教育訓練について職務内容、成果、意欲、

能力及び経験等に応じて実施すること

・労働者からの苦情についてを事業所内で自主的

な解決を図ること

10● 広報 とまり　2008年２月号 ●



石狩市

小樽市
余市町

古平町

積丹町

神恵内村

泊村

共和町

岩内町

蘭越町寿都町

島牧村

ライセンス実施海域

・事前予約制
・予約受付　平日午前10時～午後４時

・岩内町高台84－３(佐藤精肉店となり)

・　緯　 0135-62-8373　ＦＡＸ  0135-62-8383

札幌弁護士会しりべし弁護士相談センター

２月の相談日程２月の相談日程２月の相談日程

13日（水）12日（火） 28日（木）28日（金）２月

２月の２月の２月の
救急当番医救急当番医救急当番医

診療時間
９時～17時まで

茅 沼 診 療 所

千 葉 外 科 医 院

石山内科クリニック

大井内科消化器科医院

岩 内 協 会 病 院

緯

緯

緯

緯

緯

７５－３６５１

６２－０９８１

６２－３２２３

６２－０９８６

６２－１０２１

２月３日(日)

　　10日(日)

　　11日(月)

　　17日(日)

　　24日(日)

建国記念日

詳細・お問い合わせ先
◎後志管内さくらます船釣りライセンス制実行協議会

　事務局（小樽市漁業協同組合内）

　電話　（0134)22－5138　FAX　(0134)22－5138　

　E-mail sirisakura@ever.ocn.ne.jp

　http://www3.ocn.ne.jp/~sirisaku（北海道水産林務部

　又は後志支庁水産課のＨＰからもご覧いただけます）

問い合わせ先

・岩内地方衛生組合じん芥処理場　TEL 62－6251

■受入停止日　２月25日(月)■■受入停止日　２月25日(月)■■受入停止日　２月25日(月)■

不燃（粗大含む）ごみ
受入停止日

不燃（粗大含む）ごみ
受入停止日

不燃（粗大含む）ごみ
受入停止日

後志管内におけるさくらます船釣りライセンス制後志管内におけるさくらます船釣りライセンス制後志管内におけるさくらます船釣りライセンス制

     船釣りでサクラマス
    を採捕する場合、船舶
 ごとにライセンスを取得
してください。

(１）申請に必要な書類
　①申請書（所属団体、下記HP、実行協議会事務

　　局から入手できます。）

　②船舶検査書の写し

　③海技免状（小型船舶操縦士免許）の写し

　④漁港（港湾）係留施設使用許可証の写し、または

　　使用許可申請書の写し

　⑤協力金に係る納入証明書の写し

　（申請書に添付すると事務処理が早まります。）

(２）申請書の提出方法
　①団体に加入の方は加入団体を通じ

　②個人の方は直接

　→「後志管内さくらます船釣りライセンス制実行協議会

　　事務局」へ提出してください。

(３）申請書提出期間
　　　　受付時期　　　　　船釣り開始時期

　２月１日～２月15日　→　３月１日以降

　２月18日～２月29日　→　３月15日以降

　３月３日～３月14日　→　４月１日以降

　３月17日～３月31日　→　４月15日以降

　４月１日～４月15日　→　５月１日以降

(４）ライセンス取得対象船
　◎原則として、総トン数20トン未満の動力船

ライセンス証の取得方法

(１）釣行時間（漁業者適用除外）

　→『日の出から日没』まで

(２）ライセンス証の常備・章旗の掲揚

(３）遊漁者の遵守事項の周知

　→後日お渡しする遵守事項を十分周知してください。

(４）釣果報告

　→釣り人から釣果の報告を受け、ライセンス期間終了

　　後速やかに釣果を報告してください（メール提出可）

(５）漁具被害の防止

　→漁具に被害を与えないよう注意してください。

(６）その他

　→遊漁者によるトローリングは北海道海面漁業調整規

　　　則により禁止されています。

　→救命胴衣は必ず着用しましょう。

ライセンス取得者の決まりごと

ライセンスの申請取りまとめに際し、後志管内さくらま

す船釣りライセンス制実行協議会に対し、次の協力金を

納めることになっておりますので、ご協力お願いします。

遊漁専業者・遊漁兼業者　　30,000円

プレジャーボート所有者　　  5,000円

漁業者　　　　　　　　　　  3,000円

実行協議会への協力金

実施期間：
平成20年３月１日

平成20年５月15日
～

※海区漁業調整委員会の指示等に対するお問い合わせ
石狩後志海区漁業調整委員会事務局　電話（0135)23－6637　FAX（0135)23－6637

北海道後志支庁産業振興部水産課漁業管理係　電話（0136)23－1394　FAX（0136)22－0914

E-mail shiribeshi.suisan1@pref.hokkaido.lg.jp

11 ● 広報 とまり　2008年２月号 ●
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前月比

人　口世　帯

世　　帯

人　　口

男

女

泊 地 区

盃 地 区

茅沼地区

老人ホーム

渋井地区

堀株地区

　 計

人のうごき人のうごき人のうごき

地区別の世帯と人口地区別の世帯と人口

続けよう
交通事故死 　の日

村民のねがいです

平成16年10月８日より

１月31日現在SS SS

12111211日日日
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小
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